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は じめ に

この 目録 は 、図録類 やWEB上 の画像 な どに よって現 在 国内 で拓 影 を見 るこ との

で き る、河 南省 所 在 の 元朝 石刻 につ い ての 目録 で あ る。 この 目録 に つい て述 べ る

には、近 時入 荷 した 『翰墨 石 影 』(広 陵書社2003)と い う石 刻 書 につ いて紹 介 す

るこ とか らは じめね ば な らな い。 線装8冊 の この書 籍 は 、河 南省 文 史研 究館 所 蔵

の拓本 の拓 影 集 で あ る。 同書 の後 記 に よれ ば 、河 南省 文 史研 究館 は 、民 国時代 の

河南省 通 志館 と、平 原省 文 物 管理 委 員会 が所 蔵 して いた1万 件 を こ える拓 本 を引

き継 いで い たが 、そ の後 失 わ れ た もの もあ り、現在 で は約7千 件 を所蔵 して い る

とい う。そ の 中か ら650件 を選 ん で影 印 したの が本 書 で あ り、対象 とされ てい る

石刻 は 、漢代 か ら民国 に お よぶ。 図版 の ほか に 、全 て の拓 影 に録 文 が作成 され 、

法量 、字 体 、撰 者 、『河 南 石刻 摺 片存 目』 に も とつ く石刻 の原在 地 な どのデ.___..タが

付 され て い る。所蔵 拓 本 の再整 理 の作 業 は1991年 には じめ られ た とい うが 、これ

だけの量 の石 刻 に録 文 お よび デ ー タ を付 す た め の労 力 は大変 な もので あ った と考

え られ る。『翰 墨石 影』 の刊 行 につ いて は、『光 明 日報』 で も、 「拓 片典 籍 《翰 墨石

影》 面世」(2004年4,j30rl)、 「拓 片典籍 《翰 墨石 影 》堪 為大型 文 史 工程 」(2004

年7刀14日)の2回 紹 介 され てい る。

筆者 は、本 誌 の新 着 石刻 書 所収 元朝石 刻 の欄 に 『翰墨 石影 』 を紹 介す るた めに

所収 の 元朝 石刻 を見 てい て 、 これ まで拓 影 の所 在 を知 らなか った石 刻 が多 い こ と

に気 づ き、他 の文献 所 収 の拓 影 とつ きあ わせ てみ よ うと思 っ たの が、 この 目録 作

成 の発 端 だ った。石 刻 の拓 影 につ いて は、『北京 図書館 蔵 中国歴 代 石刻拓 本 匪編』

や各 種 の新 出石 刻 の 図録 が 出版 され 、 さ らに京都 大 学 人文 科学研 究 所 所蔵 の拓 本

が、WEB」 二で公 開 され て、多数 の拓 影 を 目にす る こ とが で きる よ うに なった。 これ

らに は必 ず しも河 南 の もの が多 く含 まれ てい るわ けで は ない が、 人 文研 には少 林

寺 の拓本 に他 の文 献 にみ えな い もの が多数 あ るな ど、 それ ぞれ に個 性 が あ り、意

外 な くらい 重複 は少 な い。 そ こで 、 この機 会 に図録 類 を 中心 に河 南 の石刻 拓影 を

集成 す る こ とを試 み たの が 、 この 目録 で あ る。 なお 、 「見 るこ とがで き る」 とい う

点で は、む しろ各機 関所 蔵 の拓 本 につ い て も注記 す べ きで あ り、東洋 文庫 、東 北

大学 、東 京都 立図 書館 、淑徳 大 学 な ど、所 蔵 の拓 本 を著録 す る 目録 は少 な くな い

ので あ るが 、碑 名 そ の他 を実物 に よって確 認 した わ けで は ない ので 、今 回 は見 あ

わせ る こ とと した。 ま た、 石刻 資 料 につ い て は、石 そ の ものの現 状把 握 が必 要 で

あ る と筆 者 は かね が ね考 えて い るが 、近 時 、河 南 地域 につい て の石刻 調 査 の報告

がい くつか 公刊 され 、今 回 の 目録 に所 収 の 石刻 につ いて も、そ の現 況 を知 るこ と

がで きる ものが 出て きて い る。本誌 第2号(2004.12)に 掲載 の舩 田善之 「2003年

河南 ・山西 訪碑 行報 告 」、井 黒忍 ・舩 田善 之 ・飯 山知保 「・陽 ・沁 県 ・交城現 存確

認金 元碑 目録 」の2篇 や 、同r山 西 ・河 南訪 碑行 報 告 」(『大谷大学史学論究』1!2005)

な どであ るが 、 ちな み に 、 これ らの方 々は 、本 科研 、 も しくはそ の母 体 と言 うべ

き 「石刻 資料 の会 」 の メ ンバ.___であ る。
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凡 例

対象 この 目録 で採 録 の対 象 と した もの は、1234年 の金 朝滅 亡以 降 、1368年 の

いわ ゆ る元 の北 帰 まで の 日付 が確 認 で き る石 刻 、 お よび 内容 的 に元朝 時代 の

もの と考 え られ る石刻 であ る。1234年 以前 の もの で も、モ ン ゴル の華北へ の

進 攻 が は じまっ て以 降 の石刻 に は、元 朝 史料 と して の価 値 を有す るものが 存

在 す るが、 こ こでは採 録 の対象 と してい ない。

内容 掲載 したの は、石刻 名 、年 代 、所 在(典 拠 所載 の デー タ によ る)、 典拠 で

あ る。

碑名 名 前 の後 の()は 、碑 名 の根拠 であ る。 題 、額 の順 で優先 し、石刻 その

もの に タイ トル が ない 場合 は、原 則 と して登載 書 の表記 に従 い、典拠 の注記

は して い ない。 一部 、筆者 に よ る命名 もあ る。 この よ うに拓 影 か らの読 み取

りを原 則 と した の で、 登載 書 の表 記 と一 致 して い ない場 合 もあ る。 また 、文

字 が読み 取れ ない箇 所 は 口 と し、 内容 な どか ら復 元 で きた文 字 は 口でか こん

だ。墓碑 、墓 誌 の類 につ い て は、被葬 者 の名 を[]で 挿入 してお い た。

年代 と配列 日付 は拓影 で筆 者 が確認 した もの を掲 載 して お り(立 石 を優 先 し、

無 い場合 は死 亡 日な どに よった)、必ず しも典 拠 の記述 とは一致 しない。また、

日付 が確 認 で き なか っ た もの につ い て 、原 文 の表記 をそ の まま残 した場合 も

あ る。 なお 、拓 影 で筆 者 が 日付 を確 認 で きなか っ た場 合 で も、典拠 に 日付 が

載せ られ て い る場合 は、 それ に した が った。 配列 は 、石刻 にあ る 日付 に よ る

が 、,月日の あ るもの、 月 のみ の もの、年 のみ の もの、 の順 と した。

所在 地 石 刻 の所 在 地 につ い て は、 出土 地 、現 在 地 な どさま ざま あ る と思 われ

るが 、典 拠 の記述 に従 った(『 翰 墨石 影』 所収 の ものにつ い ては、 同書 の録 文

に付 され た 「存 目」 の記 事 に よ った)。

採録 文献

この 目録 の採 録対 象 と した文 献 等 は次 の とお り。[]内 は、以 下 で用 いて い

る略号 で あ る。

翰墨石影 河南省 文史研 究館蔵揚片精選 翰墨石影編纂委員会、広陵書社、

2003[翰 墨]

北京図書館蔵 中国歴 代石刻拓本 匿編 北京図書館金石組編、中州古籍出版

社、1990[北 拓]

洛陽出土歴代墓誌輯縄 洛陽市文物工作隊編、中國社會科學出版社、1991

[輯縄]

洛陽名碑集繹 黄明蘭 ・朱亮編、朝陽出版社2003[名 碑]

新 中国出土墓誌 河南 ・壱 中國文物研究所 ・河南省文物研究所編、文物出

版社、1994[新 出]

※河南 ・弐には、元代の墓誌はない

京都大学人文科学研究所所蔵石刻拓本資料DB[人 文]
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創 修 礼殿 之記(筆 額)

延祐3年8月15日 扶 溝 県 翰 墨6・65

新 安 令楊 君 妻 張氏 夫人 墓誌銘(題)

延 祐3年8.月26日 禺県 新 出1・43!

張 大使 墓誌

延 祐4年11月3日 洛 陽 輯 縄760

永泰 寺祖 代供 養塔 銘

延 祐4年5月 登 封 県 人 文(台 座 拓 本刈)

口 口賜朝 列 大夫 同知 大 名路総 管府 事 口[□ 追封 ■「伯 ㌍公之碑 銘 井序(題)L斜 彬1

延祐5年4月 許 昌 北拓49・62

大都 三暉 會 河 南府 路総 管府 並登 封縣 勧請 少林 寺 焚修 祝延 皇帝 萬歳 疏 碑

延祐5年6月 登封 県少 林寺 人文

少 林禅 寺第 十代 妙厳 弘法大 師古巌 就 公和 尚道 行碑 銘 井序(題)

延祐5年6月 登封 県少 林寺 翰 畢6・67、 人 文

宣授 大 名僧 録正 宗 弘法 大師慶 公 之塔

延 祐5年7月10日 登 封 県少林 寺 人 文

滑州 増広 学 田記(題)

延 祐6年6.月1日 翰 墨6・68

嵩 山少林 寺和 公 山主 塔銘(題)

延祐5年9月 口 日 登 封県 少林 寺 人 文

長 明燈 資記

延祐7年2月1日 延 津県 翰 墨6・66

周 天 大酷 投龍 簡記(題)

泰 定元年5月 済源 県 済濱 翰墨6・69

大元懐 慶 路修武 県王楮 村辛 店 士林 冨仁 屯馬 家澗 等重脩 二/山廟 記(題)
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泰 定元 年11,月 修武 県 翰 墨6・70

皇元 故宣武 将 軍新 添葛 蛮軍民 安撫 使 司達 魯{{_IL赤珊 竹 公神道碑 銘 井序(題)

泰 定3年2月 新安 県千唐誌 齋 翰 墨6・71、 北拓49・110、 名碑74

大元故 輩 県サ贈 喜議 大 夫 礼部 尚書軽 車都 尉 追封 清河 郡公 張公 神道 碑 銘(題)

[張 恩]

致和 元年 口 月 輩 県 翰 墨6・72、 名碑75

有 元故潜 斎許 仲 和墓 誌(芸皿)[許 術]

致和元 年9月23日 焦 作 県 新 出1・152

追封 耶律 文正 公 聖 旨碑

至順3年7月 輝 県 翰墨6・73

洛京 白馬 寺祖庭 記(題)

至順4年9月15日 洛陽 北拓49・150、 名碑76

済濱霊 池 之記(題)

天暦3年5月 済源 県済 渣 翰墨7・O!

大元重修 聚偲 観 記(題)

元統2年3月 庚 寅 日 沁 陽 県 翰 墨7・02

孝 烈将軍 祠 像辮 正記(題)

元統2年6月 商郎 県 北拓 仰 ・155

王輔 嗣墓 碑 陰記

元統2年11月18日 優 師 県 北拓49・!58

大 元贈知 陳州 飛騎 尉 追封 洛 陽 県男楊君 世慶 碑銘 井序(題)

元統3年3月 濯 池 県 翰 墨7・03

大元 南陽府 裕州 重 建真 武観 碑(題)

後 至元2年7月2!日 方城 県 翰 墨7・04

請 亮公 住持 法 王寺疏

後至 元2年9月25〔 登封 県 北 拓49・173

雲 門禅 寺疏

後至 元2年 濯 池 県 翰 墨7・05

※前 至 元か後 至元 か 不明

大 元故 亜 中大夫 命海 北 広東道 粛政 廉訪 司 事韓 公 墓誌銘(題)「 韓 允 直コ

後 至 元3年5月20日 葬 洛 陽 輯縄756、 北拓49・176

内郷 県創 建延 壽 寺記(題)

後 至元4年5月 庚 戌 日 内郷 県 翰畢7・06

大元故承議郎新済州脱圃 禾孫副使許公墓誌銘[許 師義]

後 至元4年 ・5月3日 焦作 県 新 出1・153

大元贈 中奉 大 夫湖 広行 省参知政 事 護 軍追封 魯郡 公 許公魯 郡 夫 人高氏 之 墓

後 至元4年8月 安 陽 県 翰 墨7・07

大元贈 嘉議 大 夫 愈事枢 密院 事上 軽車 都尉 追封 魯 郡 公許 公魯郡 夫 人宋 氏 之墓

後至 元4年8月 安 陽県 北 拓49・193

有 元贈 口奉 大夫 湖広 等 処行 中書 省参 知政 事護 軍追 封 魯郡公 許 公神 道碑 銘 有序(題)

[許 煕載]
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後 至 元4年8.月 安 陽県 北拓49・194

元故 大理 軍 民総 管府 知事 許公 墓

後 至元4年8.月 安 陽県 翰墨7・08

白雲禅 寺 執照

後 至元4年8月 汝 州 翰 墨7・09

顕 教 円通 大禅 師照 公和 尚塔銘 井序(題)

後至 元5年 正月 翰 墨7・10、 人文 、名碑77付

太 一元 君紫 虚 元君 広恵 之碑(題)

後至 元5年2,月10日 沁 陽県 翰 墨7・11

乳峰 和 尚之 塔

後 至 元5年 登封 県 少林 寺 人文

階 賜円明普障 智辮大師勲公碑(題)

後 至元6年4.月 舞 陽県 翰墨7・12

河南府 路 登封 県 嵩 山祖庭 大少 林禅 寺 弟十五 代 住持 息庵禅 師行 実之碑(題)

至正 元 年3.月 登封 県 少林 寺 翰墨7・13、 人文 、名碑77(碑 陰ア　)

大元故 孝 父韓 君墓 誌銘[韓 立]

至正 元年11月30日 衛 輝 新 出1・67

大元郵 州重 修 宣聖廟 碑 銘(題)

至正2年7月 翰墨7・14

宣授 大 聖寿 万安 寺 住持 仏 光慧 日普照 大 師釈教 都 壇 主嵩雲 之塔

至正3年4月11日 登 封 県少林 寺 翰 墨7・15

口 口 口口 口建大 成 至聖 文宣 王廟 学記(題)

至正3年9.月1日 羅 山県 翰 墨7・16

重修神 清観 碑 記(題)

至 正5年3,月 沁 陽 県 翰 墨7・17

黒麓 山孚 祐公 祈 雨感応 碑(額)

至正6年 正 月19日 輝 県 翰 墨7・18

覚寧覚 口題 記 石扉

至正6年5月 登封 県少 林 寺 人文

固 山祖庭少林禅寺n宿 安公提点行実之記(題)

至正7年5月 登封 県少 林 寺 翰 墨7・19

大元重 建河 南 嵩 山少林 禅寺 薫 梁達磨 大 師碑 叙

至正7年 登封 県少 林寺 北 拓50・37

明心普 照大 師 篤公塔 銘(題)

※額 は 「俊 公壇 主 之塔 」

至正8年9月1日 湯陰 県 翰墨7・20

大元沐 梁路 鈎州 十 方長 春観 重窪 玄 元殿 碑 銘 井序(題)

至正9年3月13日 禺県 翰 墨7・21

嵩山祖庭 大 少林 禅 寺第 十一 代住持 鳳 林珪 公禅 師 行状 之碑(題)

至正9年4月 登封 県少 林寺 翰 墨7・22、 人 文(碑 陰 宗派 図 ブ　)

済濱 潮 賜之 記(題)
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至 正9年4.月15日 済源 県済濤 翰 墨7・23、 北拓50・60

元故懐 慶 路 総管 王公 墓誌 銘(題)[王 述]

至 正9年6月1日 葬 洛 陽 輯縄7Gl

百巌崇 明寺碑(題)

至 正10年5月21日 修武 県 翰 墨7・24

金 陛西籾 建 霊済 昭祐 顕聖 王廟 記(題)

至正10年8月16日 孟 県 翰畢7・25

緊 那羅像 石卑

至正11年 登封 県少林 寺 人 文

昨城 県籾 建 宣聖廟 碑 銘(題)

至正13年8月 延津 県 翰 墨7・26

利 王侯 神廟 碑(題)

至正13年7月 渉 県 翰墨7・27

少林 淳拙禅 師之塔

至 正14年2.月 登封 県 少林寺 人 文

重修 元君廟 碑 記(額)

至 正14年3月31r沁 陽 県 翰 墨7・28

※翰墨 に掲 載 の図版 は碑 陰 の題 名だが 、録 文は碑 陽 の記 文

有元故承務郎圏 寧路単父県ア兼管本県諸軍奥魯勧農事知河防李侯墓誌銘(題)

[李 煕]

至正16年 正 月16日 内iく 新 出1・42

大元 故栄 禄 大 夫河 南 江北 等処 行行 中書 省 平 章政 事追 封徳 口1筋議 宣 力功 臣 串二識/l拓ヒ

関 関公神 道碑 銘 有序(題)

至正27年11月 温 県 翰墨7・29

年 記 不明

成 吉思 皇帝 聰 丘長 春真 人手 詔並 勅碑

登封 県 嵩 山 翰 墨7・30

雷 震墓 碑

登封 県 翰墨7・31

(も りた け ん じ 奈良 大学)
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